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（2024年 改訂） 

【2025年準拠用】  

師 範 称 号 審 議 規 程 

 

（一社）全日本空手道剛柔会 

資格審議部会 

 

1 称号証書は資格審議部会の審議を経て、宗家・最高師範により発行授与される。 

2 師範称号は次の三段階で、人格・義了・識見ともに備わり剛柔流空手道の発展に貢献した者

に対して授与される。 

（1）錬士 

（2）教士 

（3）範士 

3 受審資格を次の通り定める。 

  （1）錬士  30才以上  五段以上取得者 

  （2）教士  40才以上  七段以上取得者 

  （3）範士  60才以上  八段以上取得者 

4 範士及び道歴保証人自身の受審者は最高師範の推薦と保証を要する。 

5 受審希望者は 9月 7日までに本部に申請し提出書類一式と論文テーマの送付を受け、

10月 19日までに完成して本部 ・資格審議部会に郵送又は持参、提出する。 

6 提出書類は以下の通りであり、（1）（2）（3）は、資格審議部会発行の規定用紙を使用すること。 

  （1）称号受審申請書 

  （2）道歴保証人 推薦 保証書 

  （3）空手道経歴書 

  （4）写真 2枚（受審申請書、経歴書に貼付け） 

7 提出論文は規定のテーマにより、市販の A4原稿用紙または剛柔会事務局配布のパソコン用

原稿用紙に 1200字以上 1600字程度（400字詰め原稿用紙 4枚程度を目処）に、自筆もしく

はパソコン（Word）でまとめるものとする。縦書き横書きは自由。 

  （提出期間は上記書類と同じ 10月 19日とする） 

8 受審者は審査当日指定時間に審査会場に出席し、必要ある場合質疑応答を行うものとする。 

9 審議は無記名投票とする。 （判定は部会内規による） 

10 審議で授与が決定した者は、錬士・教士・範士のいずれかを明記した称号証書の授与を以て

これを認可され、師範としてしかるべき序列に列せられる。 

11 称号証書代金 

  （1）錬士号 55,000円 

  （2）教士号 110,000円 

  （3）範士号 220,000円
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【2025 年準拠用】                      
師 範 称 号 審 査 

 
受 審 者 

 

                  殿 

                    (一社)全日本空手道剛柔会 

資格審議部会 

                         部会長 坂 本 喜 平 

 

 

 

自筆もしくはワード入力による論文の提出を求めます。 

 

◆テーマ（題名） 

 

 ◇錬士受審者 「空手道師範は社会人として如何にあるべきか」 

 

 ◇教士受審者  「空手道師範は教育者として如何にあるべきか」 

 

 ◇範士受審者 自 由 

 

 

 

◆用紙 

 400字詰め市販原稿用紙（A4）又はパソコン A4出力（事務局よりWordデータ配布） 

 

 

◆文字数 
 1200字以上 1600字程度（400字詰め原稿用紙 4枚程度を目処） 

 

 

◆提出期限 

 10月 19日（当日消印可） 

 

 

◆提出方法 

 郵送叉は持参 

 

 

◆宛先 

 〒167-0041 東京都杉並区善福寺 1-16-23 TEL：03-3395-2311 

 （一社）全日本空手道剛柔会 資格審議部会  
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  （2024年改訂） 

【2025年準拠用】                                            

高 段 者 審 査 規 定 

 

（一社）全日本空手道剛柔会 

                             資格審議部会 

 

総  則 1  受審者は下記の条件を満たしていること。 

四段（参段所得後 3年以上経過。） 

 ※取得後年数の不足六ヶ月以内は認める。 

五段（四段取得後 4年以上経過。助教資格取得者。） 

 ※助教資格は四段受審事又はそれ以降に取得すること。            

六段（五段取得後 5年以上経過。） 

七段（六段取得後 6年以上経過。）   

八段（七段取得後 7年以上経過。） 

 ※五段から八段までの取得後の年数不足は二ヶ月以内は認める。       

九段、十段（別に定める） 

 2 道歴保証人の推薦と保証を要する。 

 3 八段受審者及び道歴保証人自身の受審は最高師範の推薦と保証を要する。 

 4 提出書類 

1 審査受審願 

2 道歴保証人 推薦 保証書 

3 空手道経歴書 

4 写真 ２枚（受審願、経歴書に貼付ける事） 

（注）上記 1, 2, 3は本部規定のものを使用すること。 

                                      

実技審査 

 

四段 （1）指定型 三戦 及び 転掌 

 （2）自由型 セインチン・サンセール・セーサン・シソーチン・セーパイより一つ選択。 

 （3）型分解組手 受審した自由型の剛柔会制定による型分解組手を、相手の「攻め」に

対して「受（型）」を通常のスピードにて行う。 

（4）口頭試問 口頭試問にて助教資格審査を行う。 

（5）組 手 審議部員の指示に従い、攻防の技量を披露する。              

（拳サポ、マウスピース、及び男子はセーフティカップ使用）。 

  尚、組手に対する“当て”行為は“受審停止”を含め厳重する。 

  女子及び 45才以上男子は同伴者と五本組手「受」と裏取り、 

  六本組手の「受」を行う事で自由組手に変えることができる。 
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五段 （1）指定型 三戦 及び 転掌 

 （2）自由型  セーサン・シソーチン・セーパイ・クルルンファー・スーパーリンペイより

一つ選択 

            ※但し、四段受審合格した折に使用した型は選択できない。 

（3）型分解組手 受審した自由型の剛柔会制定による型分解組手を、相手の「攻め」に

対して「受（型）」を通常のスピードにて行う。 

    （4）組 手 審議部員の指示に従い、攻防の技量を披露する。     

    （拳サポ、マウスピース、及び男子はセーフティカップ使用）。 

  尚、組手に対する“当て”行為は“受審停止”を含め厳重する。 

  女子及び 45才以上男子は同伴者と五本組手「受」と裏取り、 

  六本組手の「受」を行う事で自由組手に変えることができる。  

 

 

六段 （1）指定型 三戦 及び 転掌 

 （2）自由型 セーサン・シソーチン・セーパイ・クルルンファー・スーパーリンペイより

一つ選択 

※但し、五段受審合格した折に使用した型は選択できない。 

（3）型分解組手 受審した自由型の剛柔会制定による型分解組手を、相手の「攻め」に

対して「受（型）」を通常のスピードにて行う。また同型の任意部所の動

作（技）を独自の解釈による型分解組手を披露し、それを解説する。 

      （4）特定型 玄鶴 

 

 

七段  （1）指定型 三戦 及び 転掌 

    （2）自由型 セーサン・シソーチン・セーパイ・クルルンファー・スーパ―リンペイより

一つ選択。 

※但し、六段受審合格した折に使用した型は選択できない。 

（3）型分解組手 受審した自由型の剛柔会制定による型分解組手を、相手の「攻め」に

対して「受（型）」を通常のスピードにて行う。また同型の任意部所の動

作（技）を独自の解釈による型分解組手を披露し、それを解説する。 

      （4）特定型 地鶴 

 

 

八段 （1）指定型 三戦 及び 転掌 

 （2）自由型 クルルンファー・スーパーリンペイより一つ選択 

 （3）特定型 黄龍 
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料 金 受審料 四段・五段 8,000円 当日持参 

  六段以上 10,000円 当日持参 

 

 証書代   （宗家証書規定に基づく） 

  四段 45,000円          

  五段 55,000円   

  六段 85,000円   

  七段 95,000円 

  八段 110,000円 

 

 

証書代は合格後、登録道場代表者を通して同歴保証人に納金すること。  

 

高齢高段者に対する資格審議部会推進段位及び名誉段については、別に定める。 

 

 

 

 

 


